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1 単  元  名   関 数y=aぇ
2

2 単 元について

第1学年では、比例 ・反比例を取り扱い、第 2学年では、一次関数を取り扱っている。いずれも、具
体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して学習している。
特に、一次関数では、式操作だけに重点をおくことなく、関数表現である表 ・式 ・グラフの特徴を関連
づけてとらえ、それぞれの特徴を生かしながら、表現変換をとおして問題を解決していくことを学習し
た。

第3学年では、これまでと同様に、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通
して、関数y=早 ぇ

2を
考察する。この関数y=aχ

2の
学習は、平方根、二次方程式、三平方の定理と

ともに数学的に二次で表すことができる実生活の中にある事象についての探求を促すとともに、関数の

値の変化の割合という数学の世界における関数関係の考察を進めていく。それらの学習を通して、関数
関係を見いだし表現し考察する能力を一層伸ばしたい。
なお、学習過程においては、第2学年の時と同様に、表 ・式 ・グラフの関数表現の特徴を関連づけて

とらえ、それぞれの特徴を生かしながら問題を解決してぃく能力を高めることに重点をおいて進めたい。

3 生 徒の実態
〔事前意識アンケー トから〕
①  『関数』全般に対して 「難しい」「面倒」などのマイナスイメTジ を持つている生徒は53%で 、

「楽しい」「面白い」などのプラスイメージの生徒は6%で ある。
② 2年 生での 『=次 関数』の授業に対して、マイナスイメージの生徒は45%で 、プラスイメージ

の生徒は?3%で ある。
〔レディネステストから (右表参照)〕
① 式 や表を利用して、ぇ、yの対応を求める (値を求める)

ことについては、主答率が7割以上である。
② 関 数のグラフをかいたり、与えられた条件から式を求め

たりすることについては、正答率が5割前後である。
③ 正 答率75%を 超える生徒が、全体の半数近くである。
〔以上の結果から考えられること〕

一次関数の学習において、表 ・式 ・グラフを用いて多面的に問題解決のアプローチを探 り、対応 (働
き)や 変化を探ることで問題解決の成就感を味わったことにより、全体的に一次関数に対するイメー

ジがプラス方向に上向いたと考える。
このことから、この単元においても、表 ・式 ・グラフを活用し、多面的に問題解決のはかり、

“
で

きた
"“

解けた
"と

いう成就感を味わわせることで、関数に対するマイナスイメージを少なくしてい
きたい。また、式表現 ・グラフ表現の能力も、問題練習による反復学習で高めていきたい。
集団としては、何事にも明るく取り組む学級なので、暖かく教え合いをする雰囲気を大切にしてい

きたい。

単元の目標

[関心 ・意欲 ・態度]具 体的な事象を調べることを通して、一次関数とは異なる数量の関係があること
に気付き、その見方や考え方をもとに数学的に考察しようとしたり、意識的に問
題の解決に活用しようとしたりすることができる。
具体的な事象の中から関係や法則を数理的にとらえ、見通しをもち論理的に考察
することができる。

様々な事象の中にある数量の関係を、表 ・式 ・グラフなどで表現したり、その特
徴を生かして数学的に処理したりすることができる。
関数y=a χ

2の
意味、表 ・式 ・グラフや変化の割合の特徴、問題解決への利用

の仕方を理解している。

[ 見方 や 考 え 方]

[表 現 ・ 処 理]

酸日識 。 理 解]
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5 単 元の評価規準と評価計画 '指導計画 (14時 間扱い ll本時2/1F4h》 )

口:;

本
時

は
ワ

評 価 規 準

学 習 内 容

数学への関心,意欲・態度 致学的な見方や考え方 数学的な表現・処理
敦量、図形などについての

知識・理解

具体的な事象
を調べることを

通して、関数y
=aχ 2で

表さ

れる関係に気付
き考祭しようと

する。
また、この関

数を、表 ・式 ・

グラフを用い

て、その特徴を

調べ、その見方
や考え方をもと
に、具体的な事

象を数学的に考
祭したり、意識
的に問題解決に

活用しようとす
る。

具体的な事象
の中にある二つ

の数量の関係か

ら関数y=a χ
2

をとらえること

ができる。
また、この関

数の表 ・式・グ

ラフの特徴を用
いて、具体的な

事象を数理的に

とらえ、見通し

を持ち論理的に

考察することが

できる。

関数y工a χ2

の関係を、表 ・

式 ・グラフで表

現することがで

きる。
また、それら

を用いて、それ

ぞれの特徴を生

かしながら、具

体的な事象を、

数学的に表現 。

処理することが

できる。

事象の中には

関数y=a χ
2

でとらえられる

ものがあること

を知り、 2乗 に

比例しているこ
とを理解してい

る古
また、その関

数のぇ、yの値
の変化の様子、
グラフの形、変
化の割合の特

徴、問題解決ヘ

の利用の仕方を

理解している。

1

事象の中から関数 y=a x3の 関

係を見いだし、式 ・表に表すこと O 〇

3
関数 y = a羊

2の
グラフをかくこ

と O O

4
関数 y=a x2の グラフの特徴を

とらえ、表現活用をすること 〇 ○

5
グ ラフや表から関数y=a x2の

yの 変域の対応を求めることX、
〇 ○

6
関数y=a本

=の
変化の割合を求

め、その特徴を調べること ○ 〇

7
関数 y=a x3の 変化の割合 と直

線の関係を理解すること ① O

8

一次関数y=axtbと関数y=ax2を比
較し、特徴の違いを理解すること

〇 O

9

一次関数y=axtbと関数y=ax2が融
谷 1 ■ F _ H 題わ 位 ′ ' レ 基 i O 応 : 基 :  応 i O 基 i O 応 i O 基 i  応 :

10
関数 y=a x2を 利用 して、事実
問題を解くこと

基 : 〇 応 : ① 基 :  応 i O 基 i O 応 i 基 !  応 :

基本の問題

章の問題

問題練習

基 i O 応 : 基 :  応 : 〇 基 : ○応 : O 基 i  応 :

12 基 : 〇応 : 基 :  応 i O 基 : ①応 : ○ 基 :  応 :

13 単元テスト ○ ○ O

14 単元テスト解説および自己分析 基 : ①応 : ○ 基 :  応 : ○ 基 i O 応 : 基 t  応 :

※第 1時 ～第8時 及び第13時 i一斉授業、第9時 ～第13時及び第14時 :習熟度別授業 (希望による)
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6 本 時の計画

(1) 本 時の目標

① [見 方 や 考 え 方]式 やχ、yの 値の組を求めるために、関数y=a完
2の

特徴を生かし、対応

表や式を利用することができる

② [表 現 ・ 処 理]関 数y=a χ
2について、式やぇ、yの値の組を求めることができる

(2)指 導の構想

① 導 入では、ビデオで斜面移動を実際に見せて、取り上げる題材のイメージをはつきりしたものに

する。

② 一 番最初に提示する題材は条件不十分なものとし、解決できないとい う状況から、「何が足りな

いかを考えさせること」で解決のための見通しを探らせる。

③ 式 操作で関数を操作することが中心になりがちだが、その結果、子どもたちは式そのものが関数

であると思いがちになる。また、実際、文字式の計算力が劣っている子どもたちはほぼ関数を考察

できなくなってしまう。その対応として

ア 「働き」という言葉を意識的に利用する。(その結果、式や表が決まる)

イ 課 題解決場面では、式 ・表の関数表現を用いた多面的な問題解決のアプローチを検討させる。
→対応表の中から 「働きを見つける (aの値)」「変化の様子を探る」等も取り上げる。

ウ 問 題練習場面での、問題解決方法については式だけに指定しない。また、本時のまとめの部

分でも、対応表を利用した方法も取り上げる。

④ 課 題解決の場面では、近くの生徒とともに考え合える雰囲気を与えていく。

⑤ 問 題練習場面での問題の配列は、難易度順に配置する。

問1:基 本レベル (評価規準B)

問2:発 展レベル (評価規準A、 間1と 同質異内容 〔定数が分数〕)

問3:応 用レベル (数学的な見方や考え方を必要とする内容)

⑥ 問 題練習場面では、机問巡視の際に、次の点に気をつける。
1)式 や表の表現を活用できずにいる生徒には、表現変換シー トを渡じ、関数表現でとらえ、解決

の見通しを持ちやすくさせる。                      (

2)問 1を 中心に、赤ペンで採点をしてや り、一人一人に成就感を味わわせ、学習への意欲の喚起

を図る。

(3) 具 体の評価規準

A 「 十分満足できる」 B 「 おおむね満足できる」 C 「 努力を要する」生徒への支援

見 方

や

考え方

2乗 に比例している特徴を

生かし、具体的な事象を対応

表や式でとらえ、論理的に考

察し、問題解決の見通しを持

つことができる。

2乗 に比例している特徴を

生かし、具体的な事象を対応

表や式でとらえ、問題解決の

見通しを持つことができる。

具体的な事象を 「式でとら

えた場合」「表でとらえた場

合」とわけて、思考をしやす

いようにする。

また、教え合いながら問題

解決を図る人間関係になるよ

うに働きかける。

表 現

処 理

対応表 (変化、比)や式(代

入、方程式)を利用して、分

数や刀ヽ数がかかわってくる関

数 y=a χ
2の式やχ、yの

値の組 を求めることができ

る。

対応表 (変化、比)や式 (代

入、方程式)を利用 して、関

数 y=aぇ
2の

式や χ、 yの

値の組 を求 めることができ

る。

関数y=aぇ
2の

特徴を確

認するとともに、問題を簡略

化して提示する (穴埋め問題

形式にする)。
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(4) 本 時の展開

段階 学 習 内 容 生 徒 の 活 動 指導上の留意点 評価の観点 。方法

導

入
　
　
　
　
　
　
　
　
的
分

1.問 題の把握

解決への検討

３
．

ゴ
Ｌ

生

本時の課題確認

関数 y=a x2の

課題解決

4.問 題練習

1.斜 面移動のビデオと具
体的な問題提示により、
問題を把握する

2.与 えられた問題からわ
かつていること、わから
ないことを明らかにする

。2乗 に比例していること
または関数y〓 a%2に
なっていること

。χ一yの 組がわからない
こと        等

3,本 時の課題 を確認する

ユ ニ ト よ  |

ビデオ、テレビ
学習シート
紙板書

2乗に比例していること
は、教師から与えてもよ
い
転がった時間χ秒と転が
つた距離ymを 早めに与
える
「式J「 aの 値」「χ、y
の組」「表Jが わかれば
解決の見通しが立つこと
の確認

展

開

３０
分

刊■ 4 Y ・/ 」‐レ ｀Ⅲ Ⅲ ふ ノ 1

4.問 題解決に必要な条件
を確認し、解決方法を探
る

<個 人 :解決方法の検討>
。各自で解決に取り組む

<全 体 :解決方法の確認>
・考えた解決方法を発表し
合う

4 . 問 1 、間2 を解く

・「x=2のときy=8」を与え
る

。いろいろな解決方法を考
えることの確認

・式でどらえることの意味
(代入)や対応表をつくる
ことを、個別または全体
に補助発間をする

・近 ぐの生徒 と考え合える
雰囲気を与える

,式活用での解決、表活用
での解決ともに全員で確
認する

。問題の一般化をする

。見通しが持てない生徒に
は表現変換シー トを与え
穴埋めの問題的に握示

・机問巡視で、間 1の採点
も行う

。両方とも解決した生徒は

関数の特徴を生かし
対応表や式でとらえ
ることができる 【財
韓え方・観察】
式や対応表でとらえ
ることで、方程式や
比の計算として考え
ることができる 【肪
帯え方・観察】

対応表(変化、比)や
式 (代入、方程式)を
利用 して、関数の式
や χ、yの 値の組を

求めることができる

【表現・胆 ・観祭】
聞 3の 解 決 に駆 り組 む

終
結

　

　

ｌｏ
分

5。 本時のまと|め

6.次 時の内容確認

5。 問 1、 間2の解き方を
確認する

6。次時の授業の内容につ
いて確認する (グラフ)

・できる限り、全間につい
て、式 ・表両方の解決方
法を確認する

。問3に は各自で取り組ん
でくることを確認する

・自己

A:変 換シー ト無しで解決の見通しを持てた
B:変 換シー ト有りで解決の見通しを持てた

【期・処理】
A:問 2を全問解くことができた
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Ⅵ`関 数 y = a  χ
2 ( N。

.  2  t e x t : P l 1 6～1 1 9、w o r k :
1.関 数y=a χ 2【①関数y=a χ2】

「
″
王=宜

~年
笙

′
r生

(わかつていること、わからないこと)

【条件】

問 l yが ぇの2乗 に比例しているときについて、次の問いに答えなさい、
(1)次 の条件を満たしているとき、yを ぇの式で表せ。
① ぇ =2の ときy=16        ②  z=3の ときy=-18

(2)ぇ =2の ときy=12で あるならば、χ=6の ときの yの 値はいくらになるか?

問 2 yが ぇの2来 に比例 しているときについて、次の問いに答えなさい。
(1)次 の条件を満た 1夕ているとき、yを ぇの式で表せ。

①  ぇ =2の ときy=2         ②  ぇ =-3の ときy=-12

(2)χ =2の ときy=-6で あるならば、ぇ=-8の ときのyの 値はいくらになるか?

問3【発展問題 (電卓使用可)】
超高層ビルで窓ふきをしていた作業員が、地上loomの地点から作業道具を落とし

てしまった。その道具は、およそ何秒後に地面に落ちることになるだろうか?
なお、物体の落下については 「落ち始めてからχ秒間に落ちる距離ymと すると、

xとyにはy=5打 ,という関係がある」とぃうことがわかっている。

P95)

iを字縁Bgた霊憂3覆増君喜零P置
′―

l

１ヽ

１ヽ

１ヽ
か

lτ摺型酷L働儒亜いつ

―

ド
∞
い
―



【表現変換シート(関数y=aぇ 2〔初期用〕)】

( 1 )① 式) _ = a x _     ラ )

(  y  = a x  ぇ
2 )

② 式)… …、= a X去

(  y  = a x  ぇ
2 )

(2)式 ) _=ax_

(  y  = a x  χ
2 )

―

岸
∞
０
１

表)

え

y

その日の
授業についての感想
を書いてくださいえ

y

え

( z 2 )



授業事前アンケー トと

【見前中3年 ・数学科】

◎ 「関数」と聞いて、考えること、思うことを客えてください。

◎見前中2年生の時の 「一次関数Jの 根業について、覚えているこ

と、そのときに感じていたことなど等を答えてください。

ご協力ありがとうございました

(資料十キ殴;弓幹子斉安手虫」卜」

[3年政宇レディネステスト】

1。 1決 聞数 y=-2■ -3

■ 2 外: , 5 数

について、 ぇ‐5に対応するyのtrを客えなさい。

「 ヨ
( 2 ) 2 点 ( 3 . 5 ) 、 ( 9 1 1)を 通る直線の式

車!躙鞘

革::判f:ぷ 4 1           ]

11           1
yが ぇの ]決 □批で、次のまのよ うななをとっているとき、 1決 g B敗の式を答 えな さ

21          1

3.次 の 1次 倒機について、グラフをかきなさい。

y‐ 3ぇ -2

4 グ ラフが、下の国のようになる1法聞数の式を客えなさい。

5 ンがえの1決E3数で、次の表のようなとをとっている.空相ア、イにあてはまる数を

毎えをさい.

6 次 の(1)、 (2)の 1汰田敗または直韓の式を客えなさい。(各 3点 X4問 )

(1)変 化の官!合が4で 、 ぇ=2の とを 】=3で ある I決 Eg酸

- 4
0 2 4

ン ア 8 1 1 イ

2 3 4

-7 -15

i:ii!:i!i■1!:lil■1::!i::i:
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